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1．物理化学的性質 1 

（１）化学物質の基本情報 2 

名 称：ジエチルケトン 3 

別 名：3-ペンタノン、3-PENTANONE、Diethyl ketone、Dimethylacetone、Methacetone 4 

化 学 式：C5H10O / CH3CH2COCH2CH3 5 

構 造 式： 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

分 子 量：86.1 11 

CAS 番号：96-22-0 12 

労働安全衛生法施行令第 18 条、18 条の 2、別表第 9 (名称等を表示し、又は通知すべき危険物13 

及び有害物) 第 222 号 14 

 15 

(２) 物理化学的性状 (ICSC 1996) 16 

外観：特徴的な臭気のある、無色の液体 引火点(O.C.)：13 ℃  

比重(水=１)： 0.81 (25℃) 発火点：452 ℃ 

沸点：102 ℃ 爆発限界(空気中)：1.6 ～ 3 vol % 

蒸気圧：2.0 kPa (20℃) 溶解性(水)：溶ける 

47,000 mg/L (20℃) 

(PubChem 2021) 

蒸気密度(空気＝1)：3.0 ｵｸﾀﾉｰﾙ/水分配係数 log Pow ：0.99 

融点：−42℃ 換算係数：1 ppm＝3.52 mg/m3 (25℃) 

     1 mg/m3＝0.28 ppm (25℃) 

 17 

（３）物理的化学的危険性 (ICSC 1996) 18 

ア 火災危険性：引火性が高い。 19 

イ 爆発危険性：蒸気/空気の混合気体は爆発性である。 20 

ウ 物理的危険性：蒸気は空気より重い。地面あるいは床に沿って移動することがある。21 

遠距離引火の可能性がある。この蒸気は空気とよく混合し、爆発性22 

混合物を生成しやすい。 23 

エ 化学的危険性：酸化剤と激しく反応し、火災や爆発の危険をもたらす。多くのプラ24 

スチックを侵す。 25 

 26 

（４）製造･輸入量、用途等 27 

製造輸入量：1,000 t 未満(2019 年度) (経済産業省 2021) 28 

用途：医薬原料、有機合成原料 (厚生労働省 2016) 29 

製造業者：情報なし。 30 

 31 
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２ 有害性評価の結果（別添１及び別添２参照） 32 

（１） 発がん性：報告なし 33 

 34 

（２） 発がん性以外の有害性 35 

○急性毒性： 36 

致死性 37 

ラット 38 

吸入毒性：LCLo ＝ 8,000 ppm (4h) 39 

経口毒性：LD50 ＝ 2,140 mg/kg 体重 40 

約 2,900 mg/kg 体重 41 

 42 

マウス 43 

経口毒性：LD50 ＝ 3,100 mg/kg 体重 44 

3,200 mg/kg 体重 45 

 46 

ウサギ 47 

経皮毒性：LD50 > 5,000 mg/kg 体重 48 

16,200 mg/kg 体重(20 mL/kg 体重) 49 

20,000 mg/kg 体重 50 

 51 

健康影響： 52 

・マウスの経口投与 LD50 が 3,100 mg/kg であった試験で、麻酔作用及び運動失調が53 

みられた。 54 

・ラットの経口投与 LD50 が約 2,900 mg/kg 体重であった試験で、麻酔作用がみられ55 

た。 56 

・ヒトボランティアに、マウスピースを介して種々の濃度のジエチルケトンガスを57 

10 回吸入ばく露した。プレチスモグラフによって肺の反応 (気道の狭小化) が測58 

定され、無反応の閾値濃度が決定された。その結果、呼吸器刺激性の閾値は約 400 59 

ppm (1,410 mg /m³)であった。 60 

 61 

○皮膚刺激性／腐食性：あり 62 

根拠：ウサギの皮膚に、ジエチルケトン 410 mg を開放塗布、又は 500 mg を 24 時間63 

塗布した結果、いずれも軽度の刺激性がみられた。 64 

 65 

○眼に対する重篤な損傷性／刺激性：あり  66 

根拠：ウサギの眼に、ジエチルケトン 50 mg を適用後、又は、100 mg を適用後 2467 

時間において、いずれも中程度の刺激性を示した。 68 

・ヒトボランティアに、種々の濃度のジエチルケトンを、ぴったりとフィット69 

するゴーグルを用いて眼に 15 秒間適用した。眼の反応は自覚症状で判定さ70 

れ、無反応の閾値濃度が決定された。その結果、眼刺激性の閾値は約 700 ppm 71 
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(2,470 mg/m³)であった。 72 

 73 

○皮膚感作性：報告なし 74 

 75 

○呼吸器感作性：報告なし 76 

 77 

○反復投与毒性（生殖毒性／遺伝毒性／発がん性／神経毒性は別途記載）  78 

LOAEL：1,860 mg/kg 体重/日 79 

根拠：Wistar ラット雌 (処置群 5 匹、対照群 10 匹 (対照群Ⅰ 5 匹及び対照群Ⅱ 5 匹の80 

合計))に、2.4%のジエチルケトン水溶液(1,860 mg/kg 体重/日に相当)を 120 日間81 

飲水投与した。摂餌量は対照群と差はなかったが、飲水量は減少した (処置群82 

15.1 mL/ラット/日、対照群Ⅰ 32.3 及び対照群Ⅱ 27.6 mL/ラット/日)。死亡はみら83 

れなかったが、体重増加は抑制された (処置群 63.6 g、対照群Ⅰ 110.2 g 及び対照84 

群Ⅱ 112.6 g)。肝臓の絶対及び相対重量に変化はみられなかったが、腎臓の絶対85 

及び相対重量は増加した。剖検時の肉眼病変及び病理組織学病変は対照群と差86 

はなかった。また、試験期間中の神経行動学的検査 (バランス、強さ、協調、反87 

射及び行動 (姿勢、歩行、眼瞼反射、驚愕反応、屈筋反射、伸筋反射、踏み直り88 

反応、跳躍反応、正行反射、しがみつき反応)の観察)は対照群と差はなく、神経89 

組織(後根神経節、脊髄根、坐骨神経、脳、脊髄、骨格筋)に病理学変化はみられ90 

なかった。  91 

 92 

不確実係数 UF = 100 93 

根拠：種差(10)、LOAEL から NOAEL への変換(10) 94 

 95 

評価レベル = 43.7 ppm(156.2 mg/m3) 96 

計算式：1,860 mg/kg×60 kg/10 m3×7/5×1/100= 156.2 mg/m3 97 

 98 

○生殖毒性：報告なし  99 

 100 

○遺伝毒性：判断できない 101 

根拠：酵母での報告はあるが、判断に十分な情報はなかった。 102 

 103 

生殖細胞変異原性：情報がない。 104 

 105 

○神経毒性：あり 106 

根拠：ジエチルケトンのマウス経口投与 LD50 が 3,100 mg/kg であった試験で、麻酔107 

作用及び運動失調がみられ、ラット経口投与 LD50 が約 2,900 mg/kg であった108 

試験で、麻酔作用がみられた。 109 

 110 

NOAEL＝1,860 mg/kg 体重/日 111 
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根拠：Wistar ラット雌 (処置群 5 匹、対照群 10 匹)に、2.4%のジエチルケトン水溶液 112 

(1,860 mg/kg 体重/日に相当)を 120 日間飲水投与した。試験期間中の神経行動113 

学的検査(バランス、強さ、協調、反射及び行動 (姿勢、歩行、眼瞼反射、驚114 

愕反応、屈筋反射、伸筋反射、踏み直り反応、跳躍反応、正行反射、しがみ115 

つき反応)の観察) は対照群と差はなく、神経組織 (後根神経節、脊髄根、坐116 

骨神経、脳、脊髄、骨格筋)に病理学変化はみられなかった。 117 

 118 

不確実係数 UF = 10 119 

根拠：種差(10) 120 

 121 

評価レベル = 437.5 ppm(1,562.4 mg/m3) 122 

計算式：1,860 mg/kg×60 kg/10 m3×7/5×1/10= 1,562.4 mg/m3 123 

 124 

 125 

（３） 許容濃度等 126 

  ACGIH  TLV-TWA：200 ppm (705 mg/m3) (1981：設定年)、STEL：300 ppm (1,057 127 

mg/m3) (1998：設定年) 128 

根拠：メチルケトン類の毒性はメチル-n-ブチルケトンを除き一般に分子量とともに129 

増加する。この事実および毒性情報が極めて限られていることから、眼、粘130 

膜への刺激および麻酔作用を最小限にするため、異性体であるメチルプロピ131 

ルケトンと同様 TLV-TWA 200 ppm を提案する。現段階では、同族列のケトン132 

に合わせて TLV-STEL 300 ppm を提案する。 133 

Skin、SEN、がん原性については提案に利用できるデータはない。 134 

 135 

日本産業衛生学会：設定なし 136 

 137 

DFG MAK：設定なし  138 

NIOSH REL：200 ppm 139 

OSHA PEL：設定なし 140 

UK WEL：8h TWA 200 ppm (716 mg/m3)、STEL 250 ppm (895 mg/m3)  141 

OARS WEEL：設定なし  142 

 143 

（４） 評価値 144 

○ 一次評価値：なし 145 

根拠：動物試験により導き出された最小毒性量（LOAEL）から不確実係数を考慮146 

して算定した評価レベルが二次評価値の十分の一以上のため、一次評価値147 

はなしとする。 148 

※一次評価値：労働者が勤労生涯を通じて週４０時間、当該物質にばく露した場合149 

に、それ以下のばく露については健康障害に係るリスクは低いと判断する濃度。 150 

 151 
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○ 二次評価値：TWA ：200 ppm (705 mg/m3)  152 

根拠：米国産業衛生専門家会議（ACGIH）が提言しているばく露限界値（TLV-TWA）153 

を二次評価値とした。 154 

※二次評価値：労働者が勤労生涯を通じて当該物質にばく露した場合にも、当該ばく露155 

に起因して労働者が健康に悪影響を受けることはないであろうと推測される濃度で、156 

これを超える場合はリスク低減措置が必要。「リスク評価の手法」に基づき、原則と157 

して日本産業衛生学会の許容濃度又は ACGIH のばく露限界値を採用している。 158 

 159 

３ ばく露実態評価 160 

（１）有害物ばく露作業報告の提出状況（詳細を別添３に添付） 161 

ジエチルケトンの有害物ばく露作業報告については、9 事業場から計 10 作業について報告162 

があり、対象物質の主な用途は、「他の製剤等の原料として使用」、「溶剤、希釈又は溶媒として163 

使用」、「洗浄を目的とした使用」、「試験分析用の試薬として使用」で、主な作業の種類は、「計164 

量、配合、注入、投入又は小分けの作業」、「サンプリング、分析、試験又は研究の業務」、「充165 

填又は袋詰めの作業」、「保守、点検、分解、組立又は修理の作業」、「ろ過、混合、撹拌、混練166 

又は加熱の作業」及び「その他」であった。 167 

 168 

表１ ばく露作業報告集計表 169 

 170 

 171 

（２）ばく露実態調査結果 172 

報告数 9事業場 計10件
～500kg未満 20%
500kg～1t未満 20%
1t～10t未満 40%
10t～100t未満
100t～1000t未満 20%

1000t～
～1未満 22%

1～1000未満 78%
1000～
～15分未満 44%

15分～30分未満 22%
30分～1時間未満 11%
1時間～3時間未満 22%
3時間～5時間未満

5時間～
密閉化設備 9%
局所排気装置 64%
プッシュプル
全体換気装置 9%

1日当たり
作業時間

発散抑制措置

年間製造・取扱量

作業1回当たり製造・取扱量
（単位kg又はL）
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有害物ばく露作業報告があった 9 事業場のうち、平成 28 年度に 2 事業場及び平成 29 年度に173 

1 事業場（合計 3 事業場）を選定してばく露実態調査を実施した。対象事業場においては、製174 

造・取扱作業に従事する 4 人について個人ばく露測定を行うとともに、1 単位作業場について175 

作業環境測定のＡ測定、7 地点についてスポット測定を実施した。個人ばく露測定結果につい176 

ては、ガイドラインに基づき、8 時間加重平均濃度（8 時間 TWA）を算定した。 177 

 178 

○測定分析法（詳細な測定分析法は別添４に添付） 179 

・サンプリング：球状活性炭チューブ（400/200 mg）を用いて捕集 180 

・分析法：ガスクロマトグラフ水素炎イオン化検出器（GC/FID） 181 

 182 

○対象事業場における作業の概要 183 

対象事業場におけるジエチルケトンの用途は、「他製剤の原料」及び「表面処理、防錆」で184 

あった。 185 

ばく露の可能性のある主な作業（その 1 回当たり作業時間）は、「仕込み作業」（10 分）、186 

「ノズルの洗浄作業」（約 5 分）、「混合槽からのサンプリング作業」（5 分）、「ジエチルケト187 

ン含有製品の充填作業」（約 2 時間）」等であった。 188 

また、作業環境は、「配管からの反応液のサンプリング作業」及び「ステンレス缶の洗浄作189 

業等」を除き、全てが屋内で作業が行われていた。屋内作業のばく露防止対策として、6 作190 

業中 3 作業では局所排気装置が設置され、2 作業で呼吸用保護具が使用されていた。 191 

 192 

○測定結果 193 

測定は 4 人の労働者に対し実施し、定量下限値未満の 2 データを除き、2 データを評価デ194 

ータとして採用した。 195 

個人ばく露測定の結果から、8 時間 TWA の最大値は、「仕込み作業（10 分）、ノズルの洗196 

浄作業（約 5 分）、混合槽からのサンプリング作業（5 分）」で測定された 0.47 ppm であっ197 

た。 198 

なお、区間推定上側限界値（信頼率 90％、上側 5%）は、n = 2 であるため、計算できな199 

い。 200 

以上より、ばく露最大値は、ばく露評価ガイドラインの規定（区間推定上側限界値又はば201 

く露最大値の高い方を最大値とする。）に準拠し、測定値の 0.47 ppm となるが、二次評価値202 

（200 ppm）に比べると低い値を示した。 203 

また、スポット測定の実測データの最大値は、一連の作業「仕込み作業（10 分）及びノズ204 

ルの洗浄作業（約 5 分）」における 2.48 ppm であった。 205 

 206 

 207 

 208 

 209 

 210 

 211 

 212 
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図１ ジエチルケトンの個人ばく露測定結果 213 

 214 
 215 

表２ 被測定者とばく露の可能性のある作業一覧 216 

被測定者 ばく露の可能性のある作業（測定中の実施時間） 

c1 仕込み作業（10 分）、ノズルの洗浄作業（約 5 分）、混合槽からのサンプリ

ング作業（5 分） 

c2 ジエチルケトン含有製品の充填作業（約 2 時間） 

 217 

表３ 最大ばく露濃度の推定 218 

ジエチルケトン：ばく露濃度の区間推定上側限界値 

二次評価値 200 ppm 

有効測定データ数 n = 2 

コルモゴロフ・スミルノフ検定（KS 検定）：有効測定データ数が 5 未満

のため計算不能 
P 値 － 

測定データの最大値(TWA 値) 0.47 ppm 

対数変換データでの区間推定上側限界値（信頼率 90％、上側 5%）：有

効測定データ数が 5 未満のため計算せず 
－ ppm 

（参考） 

上位 10 データでの区間推定上側限界値（信頼率 90％、上側 5％）：10

データ未満のため計算せず 

－ ppm 

（KS 検定にはエクセル統計 2012 を用いた） 219 

 220 

４ リスクの判定及び今後の対応 221 

以上のとおり、ジエチルケトンの製造・取扱事業場においては、最大ばく露量は 0.47 ppm で222 

0.18

0.47

0.000

0.100

0.200

0.300

0.400

0.500

0.600

c2 c1

二次評価値 ： 200 ppm

(ppm)
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あり、二次評価値である 200 ppm を下回っていることから、経気道ばく露によるリスクは低い223 

と考えられる。なお、本物質について、日本産業衛生学会又は ACGIH において経皮吸収の勧告224 

はなされていない。 225 

本物質は、労働安全衛生法に基づくラベル表示、SDS 交付及びリスクアセスメントの義務対226 

象物質となっている。 227 

本物質は、皮膚刺激性／腐食性、眼に対する重篤な刺激性、反復投与毒性及び神経毒性を有228 

することから、本物質の製造・取扱事業者においては、これらの有害性が認められることを踏229 

まえてリスクアセスメントを実施し、リスク低減措置を講ずることが必要である。 230 

 231 

  232 
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 233 
 234 

 235 

測定数 平均（※１）
8時間TWA
平均（※２）

最大（※３）
単位

作業場所数
平均（※４） 最大（※３）

単位
作業場所数

平均（※５） 最大（※３）

２ ばく露作業報告対
象物を含有する製剤そ
の他の物の製造を目的
とした原料としての使
用

2 3 0.609 0.325 0.470 5 0.988 2.480 1 1.002 6.602

６ 表面処理又は防錆
を目的とした使用

1 1 － － － 2 － － － － －

計 3 4 0.609 0.325 0.470 7 0.988 2.480 1 1.0020 6.6020

※６:同一事業場で複数の作業を行っている場合があるので、対象事業場数とばく露実態調査を行った事業場数は一致しない。

集計上の注:定量下限未満の値及び個々の測定値は測定時の採気量（測定時間×流速）により有効桁数が異なるが、集計にはこの値を用いて小数点以下3桁で処理した（1以上は有効数字３桁）
※１:測定値の平均値（加重平均）
※２:８時間ＴＷＡの平均値（算術平均）
※３:個人ばく露測定結果においては8時間TWAの、それ以外については測定値の、最大値を表す
※４:短時間作業を作業時間を通じて測定した値の単位作業場所ごとの算術平均を代表値とし、その平均（加重平均）
※５:単位作業ごとの幾何平均を代表値とし、その平均（加重平均）

表４ ばく露実態調査集計表（ジエチルケトン）

対象事業場数
（※１）

個人ばく露測定結果［ppm］ スポット測定結果［ppm］
作業環境測定結果

（Ａ測定準拠）［ppm］



 

10 

別添１ 有害性総合評価表 236 

物質名：ジエチルケトン 

有害性の種類 評 価 結 果 

ア 急性毒性 

 

致死性 

ラット 

吸入毒性：LCLo ＝ 8,000 ppm (4h) 

経口毒性：LD50 ＝ 2,140 mg/kg 体重 

約 2,900 mg/kg 体重 

 

マウス 

経口毒性：LD50 ＝ 3,100 mg/kg 体重 

3,200 mg/kg 体重 

 

ウサギ 

経皮毒性：LD50 > 5,000 mg/kg 体重 

16,200 mg/kg 体重(20 mL/kg 体重) 

20,000 mg/kg 体重 

 

健康影響 

・マウスの経口投与 LD50 が 3,100 mg/kg であった試験で、麻酔作用及び運動失調がみ

られた。 

・ラットの経口投与 LD50 が約 2,900 mg/kg 体重であった試験で、麻酔作用がみられた 

・ヒトボランティアに、マウスピースを介して種々の濃度のジエチルケトンガスを 10

回吸入ばく露した。プレチスモグラフによって肺の反応 (気道の狭小化) が測定さ

れ、無反応の閾値濃度が決定された。その結果、呼吸器刺激性の閾値は約 400 ppm 

(1,410 mg /m³)であった。 

 

イ 刺激性/ 

腐食性 

皮膚刺激性/腐食性：あり 

根拠：ウサギの皮膚に、ジエチルケトン 410 mg を開放塗布、又は 500 mg を 24 時間

塗布した結果、いずれも軽度の刺激性がみられた。 

 

眼に対する重篤な損傷性/刺激性：あり 

根拠：ウサギの眼に、ジエチルケトン 50 mg を適用後、又は、100 mg を適用後 24 時

間において、いずれも中程度の刺激性を示した。 

・ヒトボランティアに、種々の濃度のジエチルケトンを、ぴったりとフィットす

るゴーグルを用いて眼に 15 秒間適用した。眼の反応は自覚症状で判定され、

無反応の閾値濃度が決定された。その結果、眼刺激性の閾値は約 700 ppm 

(2,470 mg/m³)であった。 

 

ウ 感作性 皮膚感作性：報告なし。  
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有害性の種類 評 価 結 果 

 呼吸器感作性：報告なし。 

エ 反復投与毒

性(生殖毒性/

遺伝毒性/発が

ん性/神経毒性

は別途記載)  

 

LOAEL：1,860 mg/kg 体重/日 

根拠：Wistar ラット雌 (処置群 5 匹、対照群 10 匹 (対照群Ⅰ 5 匹及び対照群Ⅱ 5 匹の合

計))に、2.4%のジエチルケトン水溶液(1,860 mg/kg 体重/日に相当)を 120 日間飲

水投与した。摂餌量は対照群と差はなかったが、飲水量は減少した (処置群 15.1 

mL/ラット/日、対照群Ⅰ 32.3 及び対照群Ⅱ 27.6 mL/ラット/日)。死亡はみられなか

ったが、体重増加は抑制された (処置群 63.6 g、対照群Ⅰ 110.2 g 及び対照群Ⅱ 112.6 

g)。肝臓の絶対及び相対重量に変化はみられなかったが、腎臓の絶対及び相対重

量は増加した。剖検時の肉眼病変及び病理組織学病変は対照群と差はなかった。

また、試験期間中の神経行動学的検査 (バランス、強さ、協調、反射及び行動 (姿

勢、歩行、眼瞼反射、驚愕反応、屈筋反射、伸筋反射、踏み直り反応、跳躍反応、

正行反射、しがみつき反応)の観察)は対照群と差はなく、神経組織(後根神経節、

脊髄根、坐骨神経、脳、脊髄、骨格筋)に病理学変化はみられなかった。  

 

不確実係数 UF = 100 

根拠：種差(10)、LOAEL から NOAEL への変換(10) 

 

評価レベル = 43.7 ppm(156.2 mg/m3) 

計算式：1,860 mg/kg×60 kg/10 m3×7/5×1/100= 156.2 mg/m3 

 

オ 生殖毒性 生殖毒性：報告なし。  

カ 遺伝毒性 遺伝毒性：判断できない 

根拠：酵母での報告はあるが、判断に十分な情報はなかった。 

 

生殖細胞変異原性：情報がない。 

キ 発がん性 発がん性：報告なし。 

ク 神経毒性 あり 

根拠：ジエチルケトンのマウス経口投与 LD50 が 3,100 mg/kg であった試験で、麻酔作

用及び運動失調がみられ、ラット経口投与 LD50 が約 2,900 mg/kg であった試験

で、麻酔作用がみられた。 

 

NOAEL＝1,860 mg/kg 体重/日 

根拠：Wistar ラット雌 (処置群 5 匹、対照群 10 匹)に、2.4%のジエチルケトン水溶液 

(1,860 mg/kg 体重/日に相当)を 120 日間飲水投与した。試験期間中の神経行動学

的検査(バランス、強さ、協調、反射及び行動 (姿勢、歩行、眼瞼反射、驚愕反

応、屈筋反射、伸筋反射、踏み直り反応、跳躍反応、正行反射、しがみつき反

応)の観察) は対照群と差はなく、神経組織 (後根神経節、脊髄根、坐骨神経、

脳、脊髄、骨格筋)に病理学変化はみられなかった。 
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有害性の種類 評 価 結 果 

 

不確実係数 UF = 10 

根拠：種差(10) 

 

評価レベル = 437.5 ppm(1,562.4 mg/m3) 

計算式：1,860 mg/kg×60 kg/10 m3×7/5×1/10= 1,562.4 mg/m3 

  

ケ 許容濃度の

設定 

ACGIH：TLV TWA： 200 ppm (705 mg/m3) (1981：設定年)、STEL：300 ppm (1,057 

mg/m3) (1998：設定年) 

根拠：メチルケトン類の毒性はメチル-n-ブチルケトンを除き一般に分子量とともに増

加する。この事実および毒性情報が極めて限られていることから、眼、粘膜へ

の刺激および麻酔作用を最小限にするため、異性体であるメチルプロピルケト

ンと同様 TLV-TWA 200 ppm を提案する。現段階では、同族列のケトンに合わせ

て TLV-STEL 300 ppm を提案する。 

Skin、SEN、がん原性については提案に利用できるデータはない。 

 

日本産業衛生学会：設定なし 

DFG MAK：設定なし  

NIOSH REL：200 ppm 

OSHA PEL：設定なし 

UK WEL：8h TWA 200 ppm (716 mg/m3)、STEL 250 ppm (895 mg/m3)  

OARS WEEL：設定なし  

 

 

 237 



 

 13

別添２ 有害性評価書 238 

 239 

物質名：ジエチルケトン 240 

1．化学物質の同定情報 (ICSC 1996) (厚労省 2016) 241 

名 称：ジエチルケトン 242 

別 名：3-ペンタノン、3-PENTANONE、Diethyl ketone、Dimethylacetone、Methacetone 243 

化 学 式：C5H10O / CH3CH2COCH2CH3 244 

構 造 式： 245 

 246 

 247 

 248 

 249 

分 子 量：250 86.1 

CAS 番号：96-22-0 251 

労働安全衛生法施行令第 18 条、18 条の 2、別表第 9 (名称等を表示し、又は通知すべき危険物252 

及び有害物) 第 222 号 253 

 254 

2．物理化学的情報 255 

(1) 物理化学的性状 (ICSC 1996) 256 

外観：特徴的な臭気のある、無色の液体 引火点(O.C.)：13 ℃  

比重(水=１)： 0.81 (25℃) 発火点：452 ℃ 

沸点：102 ℃ 爆発限界(空気中)：1.6 ～ 3 vol % 

蒸気圧：2.0 kPa (20℃) 溶解性(水)：溶ける 

47,000 mg/L (20℃) 

(PubChem 2021) 

蒸気密度(空気＝1)：3.0 ｵｸﾀﾉｰﾙ/水分配係数 log Pow ：0.99 

融点：−42℃ 換算係数：1 ppm＝3.52 mg/m3 (25℃) 

1 mg/m3＝0.28 ppm (25℃) 

 257 

(2) 物理的化学的危険性 (ICSC 1996) 258 

ア 火災危険性：引火性が高い。 259 

イ 爆発危険性：蒸気/空気の混合気体は爆発性である。 260 

ウ 物理的危険性：蒸気は空気より重い。地面あるいは床に沿って移動することがある。261 

遠距離引火の可能性がある。この蒸気は空気とよく混合し、爆発性262 

混合物を生成しやすい。 263 

エ 化学的危険性：酸化剤と激しく 反応し、火災や爆発の危険をもたらす。多くのプラ264 

スチックを侵す。 265 

 266 

3．生産･輸入量／使用量／用途 267 

製造輸入量：1,000 t 未満(2019 年度) (経産省 2021) 268 
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用途：医薬原料、有機合成原料 (厚労省 2016) 269 

製造業者：情報なし。  270 

 271 

4．健康影響 272 

【体内動態 (吸収・分布・代謝・排泄)】 273 

・調査した範囲では、報告は得られていない。 274 

＜参考＞ 275 

ジエチルケトンのトキシコキネティクスに関する実験データはない。したがって、ジエ276 

チルケトンのトキシコキネティックプロファイルは、その物理化学的特性に基づき、構造277 

的類似物であるメチルエチルケトンのトキシコキネティックデータ、及び脂肪族ケトンの278 

代謝と排泄に関する一般的な情報を考慮して、以下のように評価される(ECHA 2019)。 279 

吸収：86.1 の分子量とジエチルケトンの物理化学的特性（log Pow 0.85、20℃で 38hPa280 

の蒸気圧、～50g/L の水溶性）に基づいて、ジエチルケトンは経口及び吸入ばく露281 

後によく吸収され、皮膚が閉塞されている場合には経皮ばく露後にも吸収されると282 

想定できる。対照的に、ジエチルケトンの比較的高い蒸気圧のために大量のジエチ283 

ルケトンが蒸発してしまい、経皮吸収に利用できないため、非閉塞皮膚からの吸収284 

は著しく少なくなる。 285 

分布：ジエチルケトンは低分子量であり、log Pow が 0.85、水溶性が約 50 g/L であるこ286 

とから、広い範囲に分布すると考えられる。log Pow が 0 以上であることから、細287 

胞内濃度が細胞外濃度よりも高い可能性がある。蓄積性は認められていない。 288 

代謝及び排泄：一般的に脂肪族ケトンは血中に吸収されると、様々な代謝経路により二次289 

アルコールに還元されたり、ヒドロキシケトン、ジケトン、二酸化炭素に酸化され290 

たりして排出される。親化合物及び代謝物の主な排泄経路は、尿中排泄と呼気であ291 

る。 292 

 293 

(1) 実験動物に対する毒性 294 

ア 急性毒性 295 

致死性 296 

・実験動物に対するジエチルケトンの急性毒性試験結果を以下にまとめる (RTECS 2018) 297 

(ECHA 2019)。 298 

 

 マウス ラット ウサギ 

吸入、LC50 － 
 

8,000 ppm (4h) (LCLO) 
4/6 死亡 

－ 

経口、LD50 3,100 mg/kg 体重 
3,200 mg/kg 体重 

2,140 mg/kg 体重 
約 2,900 mg/kg 体重 

－ 

経皮、LD50 － 2,100 mg/kg 体重 >5,000 mg/kg 体重 
16,200 mg/kg 体重(20  

mL/kg 体重) 
20,000 mg/kg 体重 

 

 



 

 15

健康影響 299 

・ジエチルケトンのマウス経口投与 LD50 が 3,100 mg/kg であった試験で、麻酔作用及び300 

運動失調がみられた (RTECS 2018)。 301 

・ジエチルケトンのラット経口投与 LD50 が約 2,900 mg/kg であった試験で、麻酔作用がみ302 

られた (ECHA 2019)。 303 

 304 

イ 刺激性および腐食性 305 

・ウサギの皮膚に、ジエチルケトン 410 mg を開放塗布、又は、500 mg を 24 時間塗布した306 

結果、いずれも軽度の刺激性がみられた (ACGIH 2001) (RTECS 2018)。 307 

・ウサギの眼にジエチルケトン 50 mg を適用後、又は、100 mg を適用し 24 時間後におい308 

て、いずれも中程度の刺激性がみられた (ACGIH 2001) (RTECS 2018)。 309 

 310 

ウ 感作性 311 

・調査した範囲では、報告は得られていない。 312 

 313 

エ 反復投与毒性 (生殖毒性、遺伝毒性、発がん性、神経毒性は別途記載) 314 

・Wistar ラット雌 (処置群 5 匹、対照群 10 匹 (対照群Ⅰ 5 匹及び対照群Ⅱ 5 匹の合計))に、315 

2.4%のジエチルケトン水溶液 (1,860 mg/kg 体重/日に相当)を 120 日間飲水投与した。摂316 

餌量は対照群と差はなかったが、飲水量は減少した (処置群 15.1 mL/ラット/日、対照群317 

Ⅰ 32.3 及び対照群Ⅱ 27.6 mL/ラット/日)。死亡はみられなかったが、体重増加は抑制され318 

た (処置群 63.6 g、対照群Ⅰ 110.2 g 及び対照群Ⅱ 112.6 g)。肝臓の絶対及び相対重量に変319 

化はみられなかったが、腎臓の絶対及び相対重量は増加した。剖検時の肉眼病変及び病320 

理組織学病変は対照群と差はなかった。また、試験期間中の神経行動学的検査 (バラン321 

ス、強さ、協調、反射及び行動 (姿勢、歩行、眼瞼反射、驚愕反応、屈筋反射、伸筋反322 

射、踏み直り反応、跳躍反応、正行反射、しがみつき反応) の観察)は対照群と差はなく、323 

神経組織 (後根神経節、脊髄根、坐骨神経、脳、脊髄、骨格筋)に病理学変化はみられな324 

かった。ECHA は反復毒性の LOAEL を 1,860 mg/kg 体重/日、神経毒性の NOAEL を325 

1,860 mg/kg 体重/日としている (ECHA (2019)。 326 

 327 

オ 生殖毒性 328 

・調査した範囲では、報告は得られていない。 329 

 330 

カ 遺伝毒性 331 

・二倍体酵母 (Saccharomyces cerevisiae D61.M) を用いて、ジエチルケトン 0、1.28、1.38、332 

1.48、1.57、1.67、1.77%の影響を検討した。ジエチルケトンは有糸分裂での異数性を誘333 

発しなかった。ECHA は試験濃度が高すぎるとしている (Zimmermann et al. 1988) (ECHA 334 

2019)。 335 

・二倍体酵母 (Saccharomyces cerevisiae D61.M) を用いて、ジエチルケトン 0、0.99、336 

1.23、1.48 %の影響を検討した。ジエチルケトンは有糸分裂での異数性、点突然変異、337 

組換えを誘発した (Zimmermann et al. 1985) (RTECS 2018) (ECHA 2019) 。本試験につい338 
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て、ECHA(2019)は試験プロトコルが通常行われない処理(氷中 17 時間処理)で実施され339 

ていること、ジエチルケトン濃度 1.48 %は 12.1 mg/mL に相当し試験濃度として高すぎ340 

るため信頼できないとしている。 341 

 342 

生殖細胞変異原性 343 

・情報がない。 344 

 345 

キ 発がん性 346 

・調査した範囲では、報告は得られていない。 347 

 348 

ク 神経毒性 349 

・ジエチルケトンのマウス経口投与 LD50 が 3,100 mg/kg であった試験で、麻酔作用及び350 

運動失調がみられた (RTECS 2018)。 351 

・ジエチルケトンのラット経口投与 LD50 が約 2,900 mg/kg であった試験で、麻酔作用がみ352 

られた (ECHA 2018)。 353 

・Wistar ラット雌 (処置群 5 匹、対照群 10 匹)に、2.4%のジエチルケトン水溶液 (1,860 354 

mg/kg 体重/日に相当)を 120 日間飲水投与した。試験期間中の神経行動学的検査 (バラ355 

ンス、強さ、協調、反射及び行動 (姿勢、歩行、眼瞼反射、驚愕反応、屈筋反射、伸356 

筋反射、踏み直り反応、跳躍反応、正行反射、しがみつき反応)の観察) は対照群と差357 

はなく、神経組織 (後根神経節、脊髄根、坐骨神経、脳、脊髄、骨格筋)に病理学変化358 

はみられなかった。ECHA は神経毒性の NOAEL を 1,860 mg/kg 体重/日としている 359 

(ECHA (2019)。 360 

 361 

(2) ヒトへの影響 (疫学調査および事例) 362 

ア 急性毒性 363 

・ヒトボランティアに、マウスピースを介して種々の濃度のジエチルケトンガスを 10 回364 

吸入ばく露した。プレチスモグラフによって肺の反応 (気道の狭小化) を測定し、無反365 

応の閾値濃度が決定された。その結果、呼吸器刺激性の閾値は約 400 ppm (1,410 mg /m³)366 

であった (ECHA 2019)。 367 

 368 

イ 刺激性および腐食性 369 

・ヒトボランティアに、種々の濃度のジエチルケトンを、ぴったりとフィットするゴーグ370 

ルを用いて眼に 15 秒間適用した。眼の反応は自覚症状で判定され、無反応の閾値濃度371 

が決定された。その結果、眼刺激性の閾値は約 700 ppm（2,470 mg/m³）であった (ECHA 372 

2019)。 373 

 374 

ウ 感作性 375 

・調査した範囲では、報告は得られていない。 376 

 377 
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エ 反復ばく露毒性 (生殖毒性、遺伝毒性、発がん性、神経毒性は別途記載) 378 

・調査した範囲では、報告は得られていない。 379 

 380 

オ 生殖毒性 381 

・調査した範囲では、報告は得られていない。 382 

 383 

カ 遺伝毒性 384 

・調査した範囲では、報告は得られていない。 385 

 386 

生殖細胞変異原性 387 

・情報がない。 388 

 389 

キ 発がん性 390 

・調査した範囲では、報告は得られていない。 391 

 392 

発がんの定量的リスク評価 393 

・(IRIS) (2021/07/28 検索)、(WHO/AQG-E 2000)、(WHO/AQG-G 2005)、(CalEPA 2020)に、394 

ユニットリスクに関する情報なし。 395 

 396 

発がん性分類 397 

IARC：情報なし (IARC 2021) 398 

日本産業衛生学会：情報なし (産衛 2020) 399 

EU CLP：情報なし (EU CLP) (2021/07/28 検索) 400 

NTP 14thROC：情報なし (NTP 2016) 401 

ACGIH：情報なし (ACGIH 2001) 402 

DFG MAK：情報なし (MAK 2020) 403 

US EPA：情報なし (IRIS) (2021/07/24 検索) 404 

 405 

ク 神経毒性 406 

・調査した範囲では、報告は得られていない。 407 

 408 

(3) 許容濃度の設定 409 

ACGIH TLV-TWA：200 ppm (705 mg/m3) (1981：設定年) 410 

STEL：300 ppm (1,057 mg/m3) (1998：設定年) (ACGIH 2001) 411 

根拠：メチルケトン類の毒性はメチル-n-ブチルケトンを除き一般に分子量とともに増加する。412 

この事実および毒性情報が極めて限られていることから、眼、粘膜への刺激及び麻酔413 

作用を最小限にするため、異性体であるメチルプロピルケトンと同様 TLV-TWA 200 414 

ppm を提案する。現段階では、同族列のケトンに合わせて TLV-STEL 300 ppm を提案415 

する。 416 

・Skin、SEN、がん原性については提案に利用できるデータはない。 417 
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 418 

日本産業衛生学会：設定なし (産衛 2020) 419 

DFG MAK：設定なし (MAK 2020) 420 

NIOSH REL：200 ppm (NIOSH 2019) 421 

OSHA PEL：設定なし (OSHA 2021) 422 

UK WEL：8h TWA 200 ppm (716 mg/m3)、STEL 250 ppm (895 mg/m3) (UK/HSE 2020) 423 

OARS WEEL：設定なし (OARS) (2021/07/28 検索) 424 
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